
 

  

                             
平成 20 年 11 月 11 日 

各      位 

東 京 都 品 川 区 東 品 川 四 丁 目 1 2 番 ８ 号 
株 式 会 社 Ｓ Ｊ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

  代 表 取 締 役 会 長 兼 社 長  李  堅 
(ＪＡＳＤＡＱ：２３１５） 

問 合 せ 先 ： 
取 締 役 経 営 ・ 管 理 本 部 長  木 村  裕 

℡ 0 3 - 5 7 8 1 - 7 3 1 1(代表） 

 

業績予想（連結）の修正及び特別利益の発生に関するお知らせ 

 

平成21年３月期第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日～平成20年９月30日)における業績予想について、平成

20年５月15日付当社「平成20年３月期 決算短信」にて発表いたしました業績予想を修正いたしましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

また、当該期間の連結業績に係る特別利益が発生いたしましたので、その内容についてお知らせいたします。 

 

１．平成21年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想の修正内容(平成20年４月１日～平成20年９月30日） 

                                      (単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前回予想（Ａ） 12,800 815 789 256

今回修正（Ｂ） 13,006 612 660 347

増減額（Ｂ－Ａ） 206 △203 △129 91

増 減 率 1.6％ △24.9％ △16.3％ 35.5％

 

２．第２四半期連結累計期間の連結業績予想の修正理由及び特別利益の内容 

平成20年６月25日発表の「特別利益の発生可能性に関するお知らせ」の中でお知らせいたしました、中国子会

社における債権補償としての不動産の登記を実施し、３億６千万円の特別利益が発生いたしました。 

当該不動産は、前期において当社の中国子会社における債権に対し保守的な評価をおこなった結果、貸倒引当

金を計上していたものですが、登記の実施によって債権の回収が完了することで会計上の評価の見直しがおこな

われ、特別利益が発生したものであります。 

なお、営業利益と経常利益における前回予想との乖離につきましては、日本向け開発事業において開発人員の

稼働率及び単価が低率にとどまり、利益率が伸び悩んだことを主因とするものであります。 

 

※上記の差異の内容につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しています。
実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


